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支え合って生きる
岐阜・杉山　愛葵
　最近，毎日のように恐ろしい殺人事件が報道されています。私は，それらを耳にするたび，事件を起こす人が全て悪いのだと心の中で決めつけては，特に深く考えることをしてきませんでした。

　そんな私の考えが変わったのは，父の話を聞いたことがきっかけでした。

　ある日の夕食のとき，父はテレビで見た「介護殺人」の事件について，しきりに共感していました。それは，認知症の母親と二人きりで暮らし，母親の介護を続けてきた息子が母親を殺害した，という事件でした。そのとき，父が母に言った次の一言に，私は思わず耳を疑いました。

「俺もお前がいなかったら，婆さんを殺していたかもしれない。」

　私の祖母はもう亡くなりましたが，長い間認知症を患っていました。年がたつにつれて症状は進行し，家族が誰なのかも分からず，食事や排泄だけでなく，自分で立つこともできなくなってしまいました。父と母は二人で祖母の介護をし，私と妹は，いつもその背中を遠くで見ていました。

　私は父のその言葉を聞き，父がテレビに出てくるような殺人者の一人になり得たのだという事実に強い恐ろしさを感じました。そこで，父に詳しく聞いてみると，私はまた大きな衝撃を受けました。祖母は父の実の母で，とても社交的で華やかな人でした。父は，そんな自慢の母親の変わりのようにすごくショックを受け，悔しくて悲しくてつらかったそうです。一人だったらつらすぎて耐えられなかったけれど，支えてくれる人がいたからぼろぼろにならずにすんだと言っていました。また，介護のつらさはやった者にしか分からない，介護する人を支える人こそ大切なんだと話してくれました。
　私は，父が私の知らないところでそんなに大変な思いをしていたことに驚いたのと同時に，介護殺人の殺人者も父と同じように苦しんで，その果てに罪を犯してしまったのではないだろうか，とその時初めて気付きました。そして，事件に対して関心を持つようになりました。インターネットで調べてみると，私が予想していたのよりずっと思い事実がたくさん出てきました。

　その事件で母親を殺してしまった息子は，母親への感謝の気持ちから，七年間一人きりで介護を続けてきました。子どものようになってしまった母親を，仕事もやめて一生懸命に介護してきたまじめな人だったけれど，ついに限界をこえてしまったのでした。

　思わず涙が出ました。たった一人で七年間も介護をしてきたつらさはどれほどのものだったでしょう。私だったらとても耐えられません。そのことで犯罪者になってしまい，人とのつながりも全てを失ってしまった息子さんがかわいそうでたまりませんでした。

　この事件の背景を知り，私は，罪を犯してしまった人を支えることが大切であると考えるようになりました。父が祖母を殺していたかもしれない，と言ったことについても，最初は怖いとしか考えられなかったけれど，今では十分ありえたことだと思えるようになりました。介護する人を支える人がもっとたくさんいれば，このような悲しいことは起こらなかったのではないだろうか。あのとき父が言った言葉の意味がやっと分かった気がします。犯罪を犯してしまった人に対して，その背景を奥深くまで考えることが大切なんだと気づかされました。確かに，犯罪を犯すのはいけないことです。でも，罪を犯す前に止められなかった私たちにも責任はあるのではないでしょうか。事件を未然に防ぐことで救える人はたくさんいると思います。犯罪・非行を未然に防ぎ，罪を犯してしまった人を支えること，これが私の考える，明るい社会をつくるための第一歩です。
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